
　弊社の主力製品であるZシリーズは、当社顧客である大手半導体メーカーと協力
して時間をかけて作り上げた最先端フォトマスク用寸法計測装置です。2010年の
初出荷以来、測定精度、処理速度と長期安定性において、多くの顧客から高い
評価をいただき順調に販路を広げてきました。また、当社は常に顧客のニーズを捉え、
研究開発に力を入れており、最新機においては性能を向上させ、複雑なパターン
を計測する斬新な測定手法を開発しました。この測定手法を今年９月にアメリカで
開催されましたBACUS（フォトマスク関連の国際会議）において紹介いたしました。
　これからアジアを中心に欧米でのマーケットシェア拡大に全力で取り組んでまいり
ます。
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会 社 名 株式会社ホロン（HOLON CO., LTD.）
所 在 地 〒359-0011　埼玉県所沢市南永井1026-1
 TEL：04-2945-2951（代）  FAX：04-2945-2962
設　　立 1985年5月
従業員数 40名
資 本 金 6億9,236万円
事業内容 半導体検査装置の開発、製造、販売、保守サービス

株主名簿管理人連絡先
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　　　  0120-782-031

　株主の皆様には、平素より格別なご支援、ご高配を賜
り厚く御礼申し上げます。
　事業報告に先立ちまして、去る7月14日にご逝去され
ました、筆頭株主であります株式会社エー・アンド・デイ
前社長古川 陽氏に謹んで哀悼の意を捧げ、心からご冥
福をお祈りいたします。
　当社第32期第2四半期（2016年4月1日から2016年
9月30日まで）における営業及び決算の概況につきまし
て、ご説明申し上げます。
　当第2四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・
所得環境の改善が続く中、緩やかな回復基調で推移したものの、中国やアジア
新興国等の経済の減速、英国のEU離脱問題による為替相場の変動等により、景
気のもたつきが長引く状況となっております。
　半導体業界におきましては、信頼性を重視した自動車用途とIoT（モノのイン
ターネット）に今後の需要において普及の動きが見られております。また、パソ
コンやスマートフォン（スマホ）市場におきましても3D-NANDの設備投資が活
発化しており、3Dの新規投資及び2Dから3Dへの転換投資も積極的に進められ
るようになっております。
　このような状況のもと、当第2四半期累計期間におきましては、主要な顧客の
仕様ニーズに対応した製品開発が中心となりました。2015年6月に当社とパート
ナーシップ契約を締結したDJEL社（本社　中国北京）とは契約に基づきさらに
開発を進めております。また、受注計画につきましては、当社主力製品「Zシリー
ズ」のフォトマスク用CD-SEM機を1台受注しておりますが、投資計画から遅れ
ぎみの客先もあるため、営業活動に注力しております。
　この結果、当第32期第2四半期累計期間の実績は下記のとおりになりました。
　株主の皆様におかれましては、一層のご理解ご支援を賜りますようお願い申し
上げます。
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　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。当第31期中間期の株主通
信をお届けするにあたり、謹んでご挨拶申し上げます。
　当社第31期第2四半期（2015年4月1日から2015年9月30日まで）におけ
る営業及び決算の概況につきまして、ご説明申し上げます。
　当第2四半期累計期間におけるわが国経済は、中国経済の減速懸念を背景に
株安・円高が起こり、金融市場に混乱が起こりました。景気は緩やかな回復基調
の表現を維持しているというものの、2015年4～6月の国内総生産（GDP）は
前期比減となり、回復基調の力強さに乏しく、弱さが見られました。
　半導体産業におきましては、9月9日にiPhone6sが発表されましたが、高機能
スマートフォン（スマホ）全体の市場は拡大から鈍化へ、さらにパソコン販売の
低迷等で設備投資を縮小する企業がある反面、高機能スマートフォンへの半導体
メモリー（DRAMやNAND型フラッシュ）の搭載量は増え、好調を維持する企
業もあり、また最先端技術によるさらなる微細化 （10nm）への試作ライン投資
や3D-NANDフラッシュ・メモリのように新たな製造方法によるサンプル出荷も
開始されています。
　このような状況のもと、当社第2四半期累計期間におきましては、フォトマスク
上の欠陥をレビューし元素分析する「LEXa（レグザ）」を出荷し、計画どおり推
移することができました。この結果、当第31期 第2四半期累計期間の実績は下
記のとおりになりました。
　株主の皆様におかれましては、一層のご理解ご鞭撻を賜りますようお願い申し
上げます。
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（フォトマスク用CD-SEM）
について

177百万円 △75百万円 △90百万円 △27.22円
1,550百万円 200百万円 170百万円 50.89円

売上高 営業利益 1株当たり四半期
（当期）純利益

四半期（当期）
純利益業績・業績予想

発行可能株式総数
 10,200,000株

発行済株式総数
 3,340,500株

株主数
 2,668名

株式会社エー・アンド・デイ
冨加津　好夫
新田　純
藍澤証券株式会社
梶村　幸三
株式会社SBI証券
冨加津　晳子

1,021,600
418,900

83,000
45,700
35,700
35,400
34,700

30.58
12.54

2.48
1.36
1.06
1.05
1.03

株主名  持株数（株）  持株比率（%）

第2四半期業績

通期業績予想
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